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【 国 際 特 許 分 類 】
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   Ｈ ０ ２ Ｎ 1 3 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 6 8 　 　 　 Ｒ 　 　 　
　 Ｈ ０ ２ Ｎ 1 3 / 0 0 　 　 　 Ｄ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 5 月 2 2 日 ( 2 0 2 4 . 5 . 2 2 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 部 と 、
　 該 基 部 の 上 面 に 位 置 し 、 被 支 持 体 に 対 向 す る 対 向 面 を 有 す る 支 持 部 と 、
を 含 み 、
　 少 な く と も 前 記 支 持 部 は 、 炭 化 珪 素 、 炭 窒 化 珪 素 、 窒 化 珪 素 ま た は サ イ ア ロ ン を 主 成 分  
と す る セ ラ ミ ッ ク ス を 含 み 、
　 閉 気 孔 を 複 数 有 し 、 隣 り 合 う 前 記 閉 気 孔 の 重 心 間 距 離 の 平 均 値 （ Ａ ） か ら 前 記 閉 気 孔 の  
円 相 当 径 の 平 均 値 （ Ｂ ） を 引 い た 値 （ Ｃ ） が 、 ５ ０ μ ｍ 以 上 １ ７ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 、
高 さ 調 節 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 閉 気 孔 の 重 心 間 距 離 の 尖 度 Ｋ ｕ が ０ ． ３ 以 上 ４ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 高 さ  
調 節 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 対 向 面 は 微 粒 状 結 晶 粒 子 お よ び 開 気 孔 を 有 し 、 前 記 微 粒 状 結 晶 粒 子 の 円 相 当 径 の 平  
均 値 （ Ｄ ） は 、 前 記 開 気 孔 の 円 相 当 径 の 平 均 値 （ Ｅ ） よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ ま た は ２ に  
記 載 の 高 さ 調 節 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 微 粒 状 結 晶 粒 子 の 円 相 当 径 の 平 均 値 （ Ｄ ） と 前 記 開 気 孔 の 円 相 当 径 の 平 均 値 （ Ｅ ）  
と の 差 が 、 ５ μ ｍ 以 上 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 高 さ 調 節 部 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク ス は 粗 粒 状 結 晶 粒 子 を 有 し 、 該 粗 粒 状 結 晶 粒 子 の 面 積 は ６ 面 積 ％ 以 上 １  
５ 面 積 ％ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 高 さ 調 節 部 材 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 粗 粒 状 結 晶 粒 子 は 、 粒 内 気 孔 を 含 む 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 高 さ 調 節 部 材 。
【 請 求 項 ７ 】
　 Ｄ Ｌ Ｃ 膜 が 少 な く と も 前 記 対 向 面 に 位 置 し て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 高 さ 調 節  
部 材 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 支 持 部 は 柱 状 体 で あ り 、 前 記 支 持 部 の 側 面 に も 前 記 Ｄ Ｌ Ｃ 膜 が 位 置 し 、
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　 前 記 対 向 面 に 位 置 す る 前 記 Ｄ Ｌ Ｃ 膜 が 、 前 記 支 持 部 の 側 面 に 位 置 す る 前 記 Ｄ Ｌ Ｃ 膜 よ り  
も 厚 い 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 高 さ 調 節 部 材 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 基 部 が 環 状 の 鍔 部 を 有 し 、 該 鍔 部 の 環 状 面 に 前 記 Ｄ Ｌ Ｃ 膜 が 位 置 し て い る 、 請 求 項
７ に 記 載 の 高 さ 調 節 部 材 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 鍔 部 の 側 面 に も 前 記 Ｄ Ｌ Ｃ 膜 が 位 置 し 、
　 前 記 環 状 面 に 位 置 す る 前 記 Ｄ Ｌ Ｃ 膜 が 、 前 記 鍔 部 の 側 面 に 位 置 す る 前 記 Ｄ Ｌ Ｃ 膜 よ り も  
厚 い 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 高 さ 調 節 部 材 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 Ｄ Ｌ Ｃ 膜 が 開 気 孔 を 複 数 有 し 、 隣 り 合 う 前 記 開 気 孔 の 重 心 間 距 離 の 平 均 値 （ Ｆ ） か  
ら 前 記 開 気 孔 の 円 相 当 径 の 平 均 値 （ Ｇ ） を 引 い た 値 （ Ｈ ） が 、 前 記 値 （ Ｃ ） よ り も 大 き い  
、 請 求 項 ７ に 記 載 の 高 さ 調 節 部 材 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 載 置 台 と 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 高 さ 調 節 部 材 と を 備 え 、
　 被 支 持 体 が 前 記 載 置 台 上 に 隙 間 を 設 け て 載 置 さ れ る よ う に 、 前 記 高 さ 調 節 部 材 が 前 記 載  
置 台 に 設 け ら れ て い る 、
熱 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 載 置 台 と 、 該 載 置 台 の 周 囲 に 位 置 す る フ ォ ー カ ス リ ン グ と を 備 え 、
　 該 フ ォ ー カ ス リ ン グ が 、 円 周 に 沿 っ て 設 け ら れ た 固 定 部 と 、 該 固 定 部 と 同 心 円 状 に 設 け  
ら れ 、 上 下 方 向 に 変 位 可 能 な 可 動 部 と を 備 え 、
　 前 記 固 定 部 の 上 面 に 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 高 さ 調 節 部 材 が 位 置 し て い る 、
静 電 チ ャ ッ ク 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 に 係 る 静 電 チ ャ ッ ク 装 置 は 、 載 置 台 と 、 載 置 台 の 周 囲 に 位 置 す る フ ォ ー カ ス リ ン  
グ と を 備 え る 。 フ ォ ー カ ス リ ン グ が 、 円 周 に 沿 っ て 設 け ら れ た 固 定 部 と 、 固 定 部 と 同 心 円
状 に 設 け ら れ 、 上 下 方 向 に 変 位 可 能 な 可 動 部 と を 備 え る 。 固 定 部 の 上 面 に 、 上 記 の 高 さ 調  
節 部 材 が 位 置 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 焼 結 助 剤 は 炭 化 硼 素 の 粉 末 と カ ー ボ ン 源 と し て フ ェ ノ ー ル 水 溶 液 あ る い は リ グ ニ ン ス ル  
ホ ン 酸 塩 お よ び リ グ ニ ン カ ル ボ ン 酸 塩 の 粉 末 を 組 み 合 わ せ る か 、 あ る い は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ  
ム の 粉 末 と 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム な ど の 希 土 類 酸 化 物 の 粉 末 と を 組 み 合 わ せ て も よ い 。 焼 結 助  
剤 が 前 者 の 組 み 合 わ せ か ら な る 場 合 に は 、 α 型 炭 化 珪 素 の 粉 末 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し て 、 例  
え ば 、 炭 化 硼 素 の 粉 末 は ０ ． ２ 質 量 部 以 上 ０ ． ６ 質 量 部 以 下 で あ り 、 フ ェ ノ ー ル 水 溶 液 あ  
る い は リ グ ニ ン ス ル ホ ン 酸 塩 お よ び リ グ ニ ン カ ル ボ ン 酸 塩 の 粉 末 は 、 炭 素 換 算 で ０ ． ５ 質  
量 部 以 上 ４ ． ０ 質 量 部 以 下 で あ る 。 リ グ ニ ン ス ル ホ ン 酸 塩 お よ び リ グ ニ ン カ ル ボ ン 酸 塩 の  
塩 は 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム お よ び ア ン モ ニ ウ ム の 少 な く と も １ 種 で あ る と よ い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 気 孔 形 成 剤 は 、 例 え ば 、 シ リ コ ー ン ビ ー ズ 、 お よ び ポ リ ア ク リ ル も し く は ポ リ ス チ レ ン  
の 少 な く と も １ 種 か ら な る 懸 濁 重 合 さ れ た 架 橋 性 の 樹 脂 ビ ー ズ で あ る 。 支 持 部 が 閉 気 孔 を  
複 数 有 し 、 上 記 値 （ Ｃ ） が 、 ５ ０ μ ｍ 以 上 １ ７ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 高 さ 調 節 部 材 を 得 る に は  
、 気 孔 形 成 剤 の 含 有 量 を 、 α 型 炭 化 珪 素 の 粉 末 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し て 、 １ ． ２ 質 量 部 以 上  
１ ． ７ ６ 質 量 部 以 下 と し 、 そ の 平 均 粒 径 （ Ｄ ５ ０ ） を ３ ６ μ ｍ 以 上 ４ ５ μ ｍ 以 下 、 特 に ４  
０ μ ｍ 以 上 ４ ５ μ ｍ 以 下 と す れ ば よ い 。 特 に 、 気 孔 形 成 剤 の 含 有 量 は 、 α 型 炭 化 珪 素 の 粉  
末 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し て 、 １ ． ２ 質 量 部 以 上 １ ． ３ ８ 質 量 部 以 下 で あ る と よ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 気 孔 形 成 剤 の 粒 径 の 範 囲 は 、 例 え ば 、 ５ μ ｍ 以 上 １ ２ ５ μ ｍ 以 下 で あ る 。 例 え ば 、 開 気  
孔 の 重 心 間 距 離 の 尖 度 Ｋ ｕ が ０ ． ３ 以 上 ４ 以 下 で あ る 高 さ 調 節 部 材 を 得 る に は 、 平 均 粒 径  
（ Ｄ ５ ０ ） が ４ ２ ． ５ μ ｍ 以 上 ４ ４ ． ５ μ ｍ 以 下 で あ る 気 孔 形 成 剤 を 用 い れ ば よ い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 こ の ス ラ リ ー に 、 バ イ ン ダ ー と し て 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル  
ロ ー ス な ど の セ ル ロ ー ス 類 や そ の 変 性 品 、 糖 類 、 澱 粉 類 、 デ キ ス ト リ ン や こ れ ら の 各 種 変
性 品 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル な ど の 水 溶 性 各 種 合 成 樹 脂 や 酢 酸 ビ ニ ル な ど の 合 成 樹 脂 エ マ  
ル ジ ョ ン 、 ア ラ ビ ア ゴ ム 、 カ ゼ イ ン 、 ア ル ギ ン 酸 塩 、 グ ル コ マ ン ナ ン 、 グ リ セ リ ン 、 ソ ル  
ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル な ど を 添 加 し 混 合 し た 後 、 噴 霧 乾 燥 す る こ と で 顆 粒 を 得 る 。 得 ら れ  
た 大 部 分 の 顆 粒 に は 、 気 孔 形 成 剤 が 内 包 さ れ た 状 態 と な る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 支 持 部 ３ が 閉 気 孔 を 複 数 有 し 、 上 記 値 （ Ｃ ） が 、 ５ ０ μ ｍ 以 上 １ ７ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 高  
さ 調 節 部 材 を 得 る に は 、 上 述 し た 気 孔 形 成 剤 の 含 有 量 を 、 窒 化 珪 素 あ る い は サ イ ア ロ ン の  
粉 末 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し て 、 １ ． ２ 質 量 部 以 上 １ ． ３ ８ 質 量 部 以 下 と し 、 そ の 平 均 粒 径 （  
Ｄ ５ ０ ） を ３ ６ μ ｍ 以 上 ４ ５ μ ｍ 以 下 、 特 に ４ ０ μ ｍ 以 上 ４ ５ μ ｍ 以 下 と す れ ば よ い 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 黒 鉛 抵 抗 発 熱 体 が 設 け ら れ た 焼 成 炉 内 に 脱 脂 体 を 配 置 し 、 焼 成 す る 。 焼 成 炉 内 に  
は 脱 脂 体 の 含 有 成 分 の 揮 発 を 抑 制 す る た め に 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム お よ び 希  



10

20

30

40

50

JP WO2023/100821 A5 2024.8.7(4)

土 類 元 素 の 酸 化 物 な ど の 成 分 を 含 ん だ 共 材 を 配 置 し て も よ い 。 温 度 に つ い て は 、 室 温 か ら  
３ ０ ０ ℃ か ら １ ０ ０ ０ ℃ ま で は 真 空 雰 囲 気 中 に て 昇 温 し 、 そ の 後 、 窒 素 ガ ス を 導 入 し て 、  
窒 素 分 圧 を ５ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 ３ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 以 下 に 維 持 す る 。 そ の 後 、 昇 温 し 、 約 １ ４ ０ ０ ℃  
以 上 の 温 度 域 で 、 β － サ イ ア ロ ン を 析 出 さ せ 、 温 度 を １ ７ ０ ０ ℃ 以 上 １ ８ ０ ０ ℃ 未 満 と し  
て 、 ３ 時 間 以 上 ５ 時 間 以 下 で 保 持 す る こ と に よ っ て 主 成 分 が 窒 化 珪 素 ま た は サ イ ア ロ ン で  
あ る セ ラ ミ ッ ク ス か ら な る 高 さ 調 節 部 材 １ が 得 ら れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
【 表 １ 】

【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 １     高 さ 調 節 部 材
　 １ ａ   プ ラ ン ジ ャ ー
　 １ ｂ   ギ ャ ッ プ ピ ン
　 ２ 、 ２ ａ 、 ２ ｂ     基 部 （ 鍔 部 ）
　 ２ ｃ   鍔 部 の 環 状 面
　 ２ ｄ   鍔 部 の 側 面
　 ３ 、 ３ ａ 、 ３ ｂ     支 持 部
　 ３ ｃ   対 向 面
　 ３ ｄ   側 面
　 ４     支 持 プ レ ー ト
　 ５     弾 性 部 材
　 ６     溝
　 ７     封 止 部 材
　 ８     段 差 部
　 ９     流 路



10

20

30

40

50

JP WO2023/100821 A5 2024.8.7(5)

１ ０   熱 処 理 装 置
　 １ １   処 理 室
　 １ ２   載 置 台
　 １ ２ ａ   凹 部
　 １ ３   リ フ ト ピ ン
　 １ ４   シ ャ ッ タ
　 １ ５   シ リ ン ダ
　 １ ６   カ バ ー
　 １ ７   ス ト ッ パ
　 １ ８   排 気 口
　 １ ９   ヒ ー タ
　 ２ ０   保 持 部 材
　 ２ １   貫 通 孔
　 ２ ２   連 結 ガ イ ド
　 ２ ３   タ イ ミ ン グ ベ ル ト
　 ２ ４   ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ
　 ２ ５   駆 動 プ ー リ
　 ２ ６   従 動 プ ー リ
　 ３ ０   静 電 チ ャ ッ ク 装 置
　 ３ １   載 置 台
　 ３ ２   保 持 部
　 ３ ３   フ ォ ー カ ス リ ン グ
　 ３ ４   上 部 リ ン グ
　 ３ ５   下 部 リ ン グ
　 ３ ６   可 動 部
　 ３ ６ ａ   第 １ 面
　 ３ ６ ｂ   開 口 部
　 ３ ７   固 定 部
　 ３ ７ ａ   第 ２ 面
　 ３ ８   リ フ ト ピ ン
　 ４ １   閉 気 孔
　 ４ ２   粗 粒 状 結 晶 粒 子
　 ４ ３   微 粒 状 結 晶 粒 子
　 ４ ４     粒 内 気 孔
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